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１ 防災情報の自動受信 
２ 災害種別(津波・土砂・洪水)に応じた避難行動支援 
 （1）避難先の表示 
 （2）現在地の危険性の判定・表示 
 （3）避難方向（警戒区域外）の表示 
３ 通信障害時の対応 
４ 多言語対応 

参考資料  国の取組紹介（平成27年度試験用全国版避難支援アプリの機能試験） 
１ 

アプリの主な機能 

 消防庁では、特に地理に不案内な来訪者等に対し、
現在地の危険性の判断を支援し、災害の状況に応じ
て適切な避難行動を促すことができる全国的に利用
可能な避難支援アプリの整備に向けた検討を行って
いる。平成27年度は、避難支援アプリとして必要な機
能やアプリへの実装上の課題をとりまとめることを目
的に次の事項を実施。 
 ・防災アプリの事例調査 
 ・機能や条件等の仕様について、有識者からの意見聴取 
 ・試験用アプリの作成 
 ・静岡市及び横須賀市において実地試験 

事業概要 仕様概要 

１ 基本方針 
   避難が必要な地域（警戒区域）の外へいち早く出る 
 ことを優先し、避難誘導については、避難方向を大ま 
 かな矢印で表示し、経路については、地図上の自分 
 の位置と警戒区域から自らが判断する。 
２ 避難先の表示       

避難誘導イメージ 

  避難誘導時は、警戒区域内及び区
域外の全ての避難場所を表示する。 
  災害状況によっては、警戒区域内で
も最寄りの避難場所に避難した方が良
い場合が想定されるため、利用者に避
難場所の情報を提供し、その場所への
避難も支援する。 

誘導表示（警戒区域外へ矢印） 誘導表示（避難場所を任意選択） 

 気象庁からの防災気象情報や自治体からの避難勧
告等の情報を契機として、警戒区域内にいる避難対
象者のスマートフォンに災害情報を通知後に避難を促
し、ＧＰＳと地図データを利用して適切な避難先まで避
難行動を支援する仕組みとする。 

アプリの仕組み 

機能試験の概要 



参考資料  国の取組紹介（平成27年度試験用全国版避難支援アプリの機能試験） 
２ 

実地試験の実施 

現在地の危険性判定 避難方向の表示 

 警戒区域外への避難方向の表示は、現在位置を中心と
して、８方向のメッシュをたどり、警戒区域を示すメッシュ
が存在しなくなった地点（※）を境界点と判定する。 
 試験アプリでは、境界点の選択に以下の２パターンを実
装し、比較検討を行った。   

 実地試験としては、津波災害と土砂災害について、試験
用アプリの主な機能について、静岡市及び横須賀市の協
力により、実際の避難行動を伴った実地試験を実施した。 

 避難が必要な警戒区域内外の判定を行うため、
警戒区域と50mメッシュデータが重なる部分をア
プリ上の警戒区域（50mメッシュ）とした。 
 サーバから受信した防災気象情報や避難勧告
等を契機とし、警戒区域のメッシュデータをもとに、
ＧＰＳ座標による警戒区域内外判定を行い、現在
地の危険性を判定する。       

現在地 

50Mメッシュ 

警戒区域 
（50mメッシュ） 

警戒区域 

現在地はハザードマッ
プの外側であり、警戒
区域の外側であるため、
警戒区域外と判断する。 

現在地はハザードマップ
の外側であるが、警戒区
域の内側であるため、警
戒区域内と判断される。 

警戒区域内外判定イメージ 

＜凡例＞ 
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× 
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１ 直線方式 ２ 経路方式 

直線で最短となる地点に向
けて矢印を表示する。  

経路検索を行い、最短とな
る地点に向けて矢印を表示
する。  

境界点    海     現在地より標高が低い境界点 

＜凡例＞ 

※ 津波災害の場合には、海や標高が低い地点を除外 

試験用アプリで実装した避難支援に関する主な機能 
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３ 

実施試験結果から得られた今後検討すべき課題 


